
経
営
者
の
在
り
方
一
二
一

　
　
　
　
　
　
老
舗
の
家
訓
・
店
則
か
ら
見
た

足
　
立

政
　
男

　
　
　
　
　
　
　
四
　
節
倹
主
義
の
経
営
者

　
「
主
人
は
大
阪
、
女
房
は
京
都
、
番
頭
は
江
州
、
蔵
番
に
は
長
崎
、
小
僧
と
し
て
は
江
戸
」

　
こ
う
い
う
風
に
す
れ
ば
、
徳
川
時
代
に
は
理
想
的
商
人
が
出
来
る
と
言
い
伝
え
て
い
る
。
小
僧
の
江
戸
は
消
費
地
で
商
売
繁
昌
、

蔵
番
の
長
崎
は
貿
易
港
、
番
頭
の
江
州
は
目
か
ら
鼻
へ
抜
げ
る
商
才
、
女
房
は
京
都
、
こ
れ
は
京
都
の
人
は
計
算
に
細
か
い
、
こ
う

い
う
人
に
世
帯
を
と
り
し
き
っ
て
貰
え
ば
、
家
の
経
済
は
安
全
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
京
美
人
を
女
房
に
－
し
た
ら
結
構
で
あ
る
と

い
う
意
味
で
は
た
い
。

　
一
般
に
京
都
人
は
細
か
で
家
政
の
取
締
り
に
き
び
し
く
、
節
倹
主
義
が
そ
の
特
質
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

此
の
点
は
幕
末
に
な
っ
て
、
大
阪
の
有
名
な
儒
者
広
瀬
旭
荘
が
其
の
著
書
「
九
桂
草
堂
随
筆
」
に
お
い
て
、
江
戸
・
大
阪
・
京
都

の
三
都
人
の
生
活
態
度
を
比
較
し
て
次
の
如
く
言
っ
て
い
る
。

　
「
京
の
人
は
細
か
な
り
、
大
阪
の
人
は
貧
な
り
、
江
戸
の
人
は
誇
（
誇
張
）
な
り
、
」
と
、
彼
の
有
名
な
滝
沢
馬
琴
も
「
大
阪
人
の

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
四
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
四
四
二
）

気
質
は
京
四
分
に
江
戸
六
分
、
倹
は
京
に
学
び
、
活
は
江
戸
に
習
う
」
と
、
い
っ
て
い
る
。

　
宝
暦
七
年
著
「
商
人
生
業
鑑
」
に
お
い
て
も
、

　
「
大
阪
は
海
を
う
げ
て
人
の
心
陽
な
り
。
京
都
は
山
を
う
げ
て
人
の
心
陰
た
り
。
京
の
目
か
ら
大
阪
の
商
い
は
う
ら
や
ま
し
く
お

も
う
た
り
、
大
阪
気
に
成
っ
て
大
買
物
を
し
て
持
登
り
て
も
京
で
捌
げ
ず
、
京
は
小
売
場
所
、
随
分
か
さ
高
に
い
う
て
も
、
や
う
や

う
車
に
積
み
、
馬
に
付
げ
る
よ
り
余
計
な
し
、
千
石
船
の
真
似
は
た
ら
ず
、
夫
ゆ
へ
銀
も
う
げ
も
す
く
た
し
。
車
力
賃
に
か
か
り
、

諸
色
格
別
高
く
て
暮
し
に
く
し
。
然
れ
ど
も
必
ず
し
も
大
阪
を
羨
む
事
た
か
れ
。
運
よ
く
大
立
身
す
る
は
格
別
の
事
、
惣
じ
て
京
に

住
居
す
る
な
ら
ぱ
商
い
事
も
京
の
心
に
１
て
随
分
細
か
に
勤
む
べ
し
。
…
－
…
始
末
暮
し
か
た
京
の
真
似
す
る
な
ら
ば
身
上
よ
く
成
事
す

み
か
や
な
り
。
京
都
は
大
阪
の
目
か
ら
見
て
は
諸
事
こ
せ
つ
き
、
銀
儲
げ
う
す
く
、
船
も
な
く
不
自
由
な
り
。
其
の
替
り
は
大
水
、

津
波
の
心
遣
な
く
一
体
静
に
し
て
人
柄
よ
く
和
ら
か
な
り
。
磯
き
ん
の
年
も
大
阪
は
早
く
い
た
み
京
は
遅
く
飢
る
。
是
偏
に
平
生
倹

約
を
守
る
と
蕃
摩
を
妊
む
と
の
違
ひ
た
り
。
」

　
と
述
べ
て
い
る
が
、
い
か
に
京
都
の
町
人
が
、
倹
約
第
一
で
節
倹
主
義
を
渡
世
の
哲
学
と
し
、
信
条
と
し
て
実
践
し
て
い
た
か
、

ま
た
そ
れ
が
京
都
人
独
特
の
特
徴
を
形
成
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
節
倹
と
か
始
末
に
撤
す
る
事
が
京
都
町
人
の
処
世
上
の
必
須
の
条
件
に
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
今
目
ぴ
京
都
人
に
な
お
、
家
業
の
経
営
理
念
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
磯
き
ん
の
年
も
大
阪
は
早
く
い
た
み
、
京
は
遅
く
飢
る
。
是
偏
に
，
平
生
倹
約
を
守
る
と
著
魔
を
好
む
と
の
違
ひ
な
り
」

　
こ
の
京
都
町
人
の
節
倹
の
経
営
方
針
が
「
消
費
は
美
徳
た
り
」
と
い
う
今
日
の
誤
っ
た
考
え
方
に
対
す
る
是
正
の
一
大
警
鐘
と
な

る
な
ら
ぱ
幸
せ
で
あ
り
、
又
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。



か
か
る
節
倹
主
義
の
経
営
方
針
が
衣
食
住
全
般
に
わ
た
っ
て
お
っ
た
事
は
勿
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
一
節
節
倹
主
義
経
営
に
お
け
る
食
生
活

か
つ
て
京
都
市
小
学
校
長
会
の
調
査
し
た
京
都
人
の
長
所
と
短
所
に
、

長
所「

五
、
質
素
倹
約
の
風
習
あ
り
。

　
　
１
、
一
般
に
。
家
政
の
取
締
に
注
意
深
し
。

　
　
２
、
小
口
貯
金
多
数
な
り
。
」

短
所「

吝
薔
の
傾
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
１
、
過
度
の
粗
食
に
甘
ん
ず
。

　
　
２
、
金
銭
を
惜
し
み
て
医
療
を
怠
る
。

　
　
３
、
慈
善
事
業
に
冷
淡
な
り
。
」

と
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
も
大
体
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
な
お
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

京
郡
の
町
家
に
お
け
る
食
物
は
恐
ろ
し
く
粗
末
で
あ
っ
た
。

三
条
室
町
聞
い
て
極
楽
居
て
地
獄

　
　
　
お
か
い
か
く
し
の
な
が
の
れ
ん

　
　
粍
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）

三
　
（
四
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
四
四
四
）

　
　
「
京
の
朝
が
ゆ
」
と
世
間
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
天
井
が
映
り
、
眼
玉
が
映
る
よ
う
た
薄
い
「
か
ゆ
」
（
朝
食
）
一
あ
る
い
は
一
汁

（
ダ
シ
の
な
い
み
そ
汁
）
（
昼
食
）
．
一
菜
（
香
物
）
（
夕
食
）
の
一
菜
主
義
の
食
生
活
で
、
実
に
き
び
し
い
始
末
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
そ
の
事
例
を
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
、

　
外
村
市
兵
衛
家
「
平
生
節
倹
之
事
」
に

　
朝
　
か
ゆ
　
茶
漬
　
香
之
物

　
昼
　
麦
飯
　
壱
汁
　
香
之
物

　
　
　
　
　
三
日
目
に
有
合
煮
物

　
　
　
　
　
精
進
目
　
し
た
し
　
又
は
八
た
い
　
豆
腐

　
夕
　
茶
漬
　
又
は
み
そ
の
お
ぢ
じ
ゃ
　
香
之
物
　
又
は
し
た
し

　
　
　
　
　
膳
に
而
　
夕
酒
　
有
合
弐
品
計
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
煮
豆
、
に
し
ん

　
と
、
一
日
の
食
事
に
お
げ
る
献
立
表
が
観
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
家
の
外
村
与
左
衛
門
家
の
「
改
正
規
則
書
」
（
明
治
十
九
年
）

に
は

　
一
、
夏
冬
二
不
限
毎
朝
飯
ハ
粥
之
事

　
一
、
内
輸
用
二
生
魚
ヲ
一
切
相
止
メ
可
ソ
申
侯
。
続
物
日
た
り
共
、
塩
魚
、
或
ハ
青
物
一
干
物
一
豆
腐
類

と
規
定
し
て
、
朝
飯
は
粥
、
生
魚
を
禁
止
し
、
塩
魚
・
野
菜
・
干
物
・
豆
腐
類
と
食
生
活
の
節
倹
が
規
定
さ
れ
て
い
た
・



さ
ら
に
同
家
の
「
追
作
法
」
に
は

　
「
近
来
物
価
高
値
二
付
、
都
而
雑
用
向
弥
々
以
一
同
申
合
堅
固
節
倹
ヲ
加
へ
候
義
ハ
勿
論
之
外
二
侯
。
前
々
作
法
記
二
有
レ
之
候
廉

二
此
度
相
改
左
二

日
用
雑
方

　
さ
い
　
一
日

　
汁
　
　
一
目

五
日
　
酒
ニ
ハ
塩
物
但
し
不
都
合
之
御
ハ
時
期
安
直
ノ
品
、
見
計
可
ソ
申
事
　
干
物
魚

右
之
類
一
品
二
限
ル
事
、
平
日
酒
好
者
ハ
、
先
格
之
通
り
、
有
合
之
品
無
ソ
之
節
ハ
と
う
ふ
二
限
ル
事

一
、
三
目
見
計
之
品
二
段
取
計
可
レ
申
事

附
１
－
到
来
之
品
有
レ
之
侯
節
ハ
店
中
配
分
之
事
。
但
出
勤
重
役
ハ
飯
台
之
上
而
、
夕
飯
、
酒
、
尤
も
肴
ハ
と
う
ふ
か
一
品
之
事

と
、
観
定
さ
れ
た
献
立
表
に
よ
っ
て
、
毎
日
の
食
生
活
の
始
末
を
は
か
っ
て
出
費
を
防
い
だ
の
で
あ
る
。

柏
原
孫
左
衛
門
家
「
倹
約
」
（
天
保
五
年
）
で
は
、

一
、
御
三
公
様
ニ
ハ
格
別
家
内
之
処
朝
晩
粥
之
事
、

　
昼
菜
ハ
格
目
二
可
致
事
　
尤
菜
目
二
汁
無
用

一
、
平
日
家
内
禁
酒
同
様
二
可
致
侯
事

　
　
但
シ
五
節
句
者
酒
出
し
侯
事

　
　
　
　
肴
一
種
限
手
軽
二
取
計
フ
コ
ト

　
　
　
経
常
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
四
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
一
巻
・
猪
五
ロ
ヴ
）

　
　
　
　
尤
昼
者
礼
者
も
有
レ
之
事
二
侯
得
者
夜
二
ふ
り
か
へ
る
の
事

一
、
鰹
節
、
酒
し
ほ
遣
侯
事
無
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
グ
サ
マ

一
、
御
寄
合
之
節
　
酒
な
し
　
別
宅
中
も
直
様
引
取
可
申
事

　
初
参
会
、
清
帳
御
寄
合
、
盆
後
初
寄
合
、
仕
舞
寄
合

　
右
四
度
酒
出
す
　
　
と
う
ふ
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肴
大
根
棒
鱈

一
、
御
千
度
之
節

　
　
　
　
精
進
に
し
め
計
　
　
酒
三
升
隈

　
　
　
　
田
楽
無
用
　
　
茶
科
三
百
文

　
　
　
　
御
神
楽
料
百
文

右
之
通
相
心
得
可
申
侯
事

一
、
庚
申
　
名
月
　
十
夜
　
御
七
昼
夜

　
　
　
　
焼
豆
腐
隈

右
夜
飯
之
節
平
盛
切
之
事

一
、
正
月
御
式
日
奥
向
御
膳
部
是
迄
之
通
り

　
○
家
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
レ

　
　
正
月
中
　
雑
煮
、
組
重
、
串
貝
一
切

六
　
（
四
四
六
）



　
　
　
　
の
っ
ぺ
い
平
共
無
用

元
目
　
昼
　
鰭
　
大
根
田
作

　
　
　
　
　
汁

　
　
　
　
　
灸
鰯

　
　
　
　
　
平
　
な
し

朝
昼
共
膳
之
上
組
重
な
し
　
尤
酒
是
迄
通

但
し
別
宅
御
礼
相
済
ミ
次
第
引
キ
取
リ
可
レ
申
事

二
日
昼
鰭
右
同
断

　
　
　
　
　
平
　
の
っ
ぺ
い

　
　
　
　
　
汁

三
目
昼
鰭
右
同
断

　
　
　
　
　
汁
鱈
す
ま
し

四
目
　
店
卸

　
　
　
朝
汁
赤
み
そ

　
　
　
　
　
平
　
た
し

　
　
　
昼
　
平
　
大
根
鮒
あ
ら
煮

　
　
　
八
ツ
時
粥
餅
な
し

経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）

七
　
（
四
四
七
）



、、

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）

　
　
酒
　
見
世
上
下
共
　
組
重
計

年
越
オ
ー
ミ
ソ
カ
　
鰭

大
三
十
日

じ
一

大
根
田
作

鯨鰯

○
奥
向
御
同
様

十
一
日
　
御
蔵
開

　
　
　
昼
　
是
迄
之
通

十
五
日
　
鰭

右
同
断

酒
　
組
重
計

鉢
肴
　
一
種

　
　
　
昼
　
汁

　
　
　
　
　
鰭
　
　
に
ら
み
鯛

　
　
　
　
　
平
　
な
し

五
節
句
　
家
内
是
迄
之
通
り
　
昼
　
一
菜

但
し
別
宅
中
御
礼
相
済
次
第
引
取
可
申
事

二
季
帳
合
之
節
台
所
二
而
飯
被
下
侯
事
、

（
帳
合
仕
上
リ
侯
節
）
組
肴
な
し
、
鉢
肴
手
軽
、

汁
見
計

八
　
（
四
四
八
）



一
、
二
季
払
日

　
　
七
月
　
昼
　
是
迄
通
り

　
　
　
　
　
酒
　
こ
ん
に
。
や
く
、
こ
ん
ぶ
、
西
瓜
友
し

　
　
極
月
　
昼
　
是
迄
通
り

　
　
　
　
　
酒
　
ご
ま
め
　
数
の
子
牛
蓄
焼
餅
な
し

一
、
七
月
十
五
目

　
　
　
　
昼
　
鰭
、
汁
、
爽
差
鯖
　
平
た
し

　
　
　
十
六
日
是
迄
通

　
　
　
十
七
目
店
卸

　
　
　
　
　
　
　
朝
平
た
し
汁
赤
み
そ
酒
鉢
肴
一
種
見
計
西
瓜
な
し

一
、
御
三
公
様
御
倹
約
之
事

　
　
　
朝
暮
　
志
た
し
物
、
に
し
め
類

　
　
　
御
菜

　
　
　
昼
　
千
物
之
類
（
手
軽
の
御
肴
見
計
い
）

　
御
酒
御
勝
手
二
御
召
上
被
下
度
、
御
肴
老
粗
肴
一
種
　
に
し
め
類
二
種
限
リ
奉
御
願
上
侯
事

一
、
両
度
御
蛭
子
講

　
蛭
子
様
御
膳
都
是
迄
之
通
　
尤
御
夷
鯛
壱
懸
二
而
銀
弐
拾
目
限

　
　
　
経
常
老
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）

九
　
（
四
四
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
箪
五
号
）

●
宵
蛭
子
講

　
○
奥
向

　
　
吸
物
　
　
　
肴
見
計

　
　
　
御
小
付
飯

　
　
小
夷
　
生
か
ま
す
類
見
計

　
○
家
内

　
　
　
夕
飯

　
　
　
店
酒

●
当
目

　
○
奥
向

汁
鉢
肴

一
一
一
、

　
　
　
　
鰭

　
　
　
　
夷

赤
味
喀
　
平
　
大
根
棒
鱈

　
手
軽
一
種
限
、
し
た
し

白
味
暗
蠣

ね
ぎ
半
平
、
正
月
は
の
っ
ぺ
い

大
根
鱒
の
皮
、
正
月
は
田
作

見
計
　
切
身
る
い

一
〇
　
（
四
五
〇
）



、

土
一
“
見
計

御
∴
ぷ
組

○
家
内

　
　
汁
　
白
み
そ
、
椎
葺
、
大
根

一
一

　
　
平
一

　
　
　
　
正
月
　
の
っ
ぺ
い

　
　
　
　
十
月
　
ね
ぎ
　
肴
見
計

鰭
一
崩

　
　
十

席
酒

田
作
大
根

は
も
皮

　
赤
み
そ

　
な
し

　
水
菜
漬

姪
子
様
御
夷
二
而
店
中
相
祝
可
申
事

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

別
宅
中
並
二
出
入
方
壱
人
も
無
用

御
神
事

　
経
営
者
の
在
り
方

（
二
）
（
足
立
）

（
四
五
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）

●
宵
祭

　
○
奥
向

御
酒
一
｝

○
家
内夕
飯
一
ｕ
ギ

　
店
酒
鉢
肴
鯖
飾

　
　
　
　
　
し
た
し

●
当
日

　
○
奥
向

汁
　
大
根
椎
葺

平
　
竹
の
子
　
鯛

一
二
　
（
四
五
二
）



昼
御
飯
一
鰭

　
　
　
　
夷

大
根
赤
貝
見
計

切
身
見
計

Ｌ
一
讐

　
　
　
ト

　
　
　
　
し
た
し

　
　
　
　
鉢
肴
見
計
御
伺
之
事

○
家
内

昼
飯
一
一
ツ
、

夕
÷
弓
豆
腐

　
　
　
　
　
　
水
菜
漬

店
　
酒
鉢
肴
　
一
種
限

経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）

二
二
　
（
四
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
四
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
し

一
、
子
供
籔
入
之
儀
小
芝
居
二
限
リ
可
申
尤
割
子
持
参
之
事

一
、
江
戸
店
別
宅
登
並
二
合
役
初
登
共
立
振
舞
之
節
御
三
公
様
是
迄
之
通
り
　
相
絆
支
配
人
計

　
　
鰭
　
汁
　
夷
　
平
な
し

　
　
　
　
　
　
か
ま
す

　
　
酒
三
献
　
鉢
肴
一
種
　
し
た
し

　
夜
分
別
宅
中
暇
乞
二
上
リ
侯
節
　
盃
な
し

　
　
　
見
世
中
茂
同
断

一
、
例
年
御
清
帳
之
刻
茶
漬
、
に
。
し
め
限
、
尤
酒
た
べ
侯
共
手
軽
之
肴
一
種
限
、
平
日
相
談
之
節
茂
右
同
断
之
事

　
以
上
の
よ
う
に
、
目
常
平
生
の
食
事
か
ら
、
本
別
家
の
寄
合
、
御
千
度
、
庚
申
、
正
月
、
五
節
句
、
帳
合
（
二
季
）
、
払
日
（
二
季
）
、

蛭
子
講
、
神
事
（
祭
）
江
戸
店
よ
り
の
京
都
店
へ
の
挨
拶
登
り
、
丁
稚
の
藪
入
り
等
々
、
年
中
行
事
に
ー
お
げ
る
馳
走
の
あ
り
方
ま
で
、

事
細
か
に
ー
規
定
し
、
食
べ
物
の
浪
費
や
失
費
を
き
び
し
く
防
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
木
村
卯
兵
衛
家
「
家
法
定
書
」
に
も

一
、
法
事
如
何
程
用
向
在
レ
之
勝
手
悪
し
く
共
、
相
捨
無
用
大
切
に
相
勤
、
然
先
祖
始
代
六
の
仏
の
馳
走
無
用
之
事
、

一
、
神
杜
仏
閣
江
願
文
信
心
致
し
、
物
見
遊
参
止
め
に
し
て
、
売
体
用
透
ニ
ハ
家
内
之
者
始
め
手
代
、
子
供
相
つ
れ
参
詣
之
事
、
尤

美
弁
当
無
用
、
め
し
、
に
し
め
持
参
…
－
…
」

　
と
あ
り
、
物
見
遊
参
の
遊
興
を
止
め
、
神
杜
仏
閣
の
参
詣
を
打
揃
っ
て
行
う
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
。
そ
の
節
も
、
ぜ
い
た
く
な



弁
当
は
不
用
、
め
し
、

に
し
め
を
持
参
し
て
出
費
を
防
ぎ
、
食
生
活
に
お
け
る
始
末
を
き
び
し
く
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
節
倹
主
義
経
営
に
お
げ
る
衣
服
生
活

　
「
京
の
着
倒
れ
」

　
と
い
２
言
葉
が
あ
る
が
、
京
都
人
が
華
美
や
奮
修
で
あ
る
か
、
着
物
に
ぜ
い
た
く
で
あ
る
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
た
い
。

　
向
井
家
「
家
内
諭
示
記
」

　
「
上
ミ
レ
バ
望
ム
事
ノ
、
・
・
多
カ
リ
キ

　
　
　
　
　
笠
キ
テ
暮
セ
　
己
が
心
二
」

　
「
著
ヲ
省
キ
倹
約
を
守
、
物
ノ
費
ヲ
厭
ヒ
、
我
日
々
二
成
ス
事
、
費
二
成
ラ
ヌ
ヤ
ウ
考
ヲ
成
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
亦
世
ノ
中
ノ
弊
二
成

ヌ
ヤ
ウ
致
ス
ベ
キ
ニ
ア
リ
。
二
戸
ノ
主
ト
シ
テ
天
理
ヲ
犯
シ
、
騎
リ
、
栄
花
ヲ
故
ス
時
ハ
、
家
福
ヲ
我
ガ
一
生
二
取
越
シ
、
末
代
ノ

子
孫
ヲ
亡
ス
、
畏
ル
ベ
シ
、
慎
ベ
キ
ニ
ア
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎

　
「
後
日
ノ
事
ハ
常
二
慮
ツ
テ
金
銭
・
衣
類
・
万
ノ
物
弊
ヲ
省
キ
若
シ
急
患
ア
ル
時
ノ
覚
悟
ハ
常
二
致
ス
ニ
ア
リ
、

　
騎
著
ニ
シ
テ
費
ヲ
不
ル
レ
思
ハ
家
ハ
天
然
ト
亡
ブ

　
正
直
二
倹
約
ヲ
守
ル
家
ハ
天
然
ト
隆
ナ
ル
」

　
と
衣
服
の
倹
約
を
す
す
め
て
い
る
。

　
木
村
卯
兵
衛
家
「
先
祖
よ
り
中
伝
在
之
家
法
定
」
に
は
、

　
二
、
珍
敷
品
も
の
、
道
具
、
美
品
無
用
、
法
事
用
道
具
買
入
、
是
も
在
レ
之
故
に
買
入
無
用
、
男
女
共
着
物
当
世
風
流
向
は
無

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
四
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
（
四
五
六
）

用
、
娘
、
悼
に
て
も
十
分
こ
う
と
向
、
成
丈
糸
入
之
物
は
無
用
、
男
向
キ
ハ
黒
紋
附
、
紬
、
夏
向
ハ
奈
良
栖
紋
附
、
越
後
唯
子
、
羽

二
重
類
無
用
、
女
は
男
之
着
類
に
順
じ
成
る
丈
倹
約
、
こ
う
と
向
き
着
用
の
事
」

　
「
一
、
男
子
．
女
子
在
之
候
共
成
丈
別
家
は
無
用
夫
々
縁
附
之
事
、
尤
当
家
相
続
の
為
に
嫁
・
む
こ
申
請
候
共
、
結
納
・
荷
物
、

世
問
よ
り
五
割
下
に
成
る
こ
と
の
相
談
の
事
、
・
…
－
・
」

　
と
華
美
な
衣
類
や
流
行
の
着
物
の
着
用
を
禁
止
し
、
更
に
－
家
業
継
承
の
永
続
を
は
か
る
た
め
に
、
嫁
取
り
婿
取
り
の
場
合
は
世
間

の
風
評
よ
り
五
割
減
に
始
末
し
、
分
別
家
を
や
め
、
た
る
だ
げ
子
供
は
他
家
に
縁
付
し
て
他
家
の
財
産
を
つ
ぐ
よ
う
に
し
て
、
本
家

の
財
産
が
分
散
し
、
減
少
し
た
い
よ
う
に
せ
よ
と
訓
戒
し
て
い
る
。

　
柏
原
家
「
倹
約
令
」
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
　
　
◎
◎
◎
◎

　
「
一
、
御
三
公
様
　
　
呉
服
屋
　
小
問
物
屋

右
是
迄
精
々
御
慎
被
下
置
難
有
奉
恐
入
候
　
時
節
柄
之
儀
二
御
座
侯
得
者
　
三
ケ
年
御
倹
約
中
之
処
成
丈
御
手
軽
二
御
願
申
上
侯

事
」　

と
あ
り
、
主
人
の
衣
類
装
飾
類
ま
で
制
隈
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
福
田
家
「
繊
家
の
苗
」
で
は

　
「
倹
約
を
第
一
、
身
を
よ
く
考
え
、
く
ら
し
方
に
心
を
可
シ
１
付
ク
、
着
類
ハ
石
田
（
梅
巌
）
先
生
の
行
き
方
を
底
意
に
持
っ
可
し
。
」

　
と
あ
り
、
華
美
た
服
装
に
よ
る
失
費
を
防
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

外
与
商
店
「
心
得
書
」
に
は

　
「
一
、
倹
約
ハ
家
を
守
る
基
ひ
な
れ
ば
古
風
を
忘
れ
ず
、
万
事
に
気
を
附
柳
之
品
た
り
と
も
捨
つ
物
無
之
様
相
心
得
可
申
侯
、
身



之
廻
り
衣
類
等
之
儀
ハ
常
々
申
渡
侯
通
吃
度
相
守
可
申
侯
専
」

　
矢
代
仁
丘
ハ
衛
家
の
場
合
は
「
定
メ
」
に

　
「
衣
類
身
之
回
リ
自
分
二
持
へ
申
問
敷
、
但
シ
人
相
応
ノ
物
二
不
自
由
候
ハ
ニ
申
出
可
ク
侯
、
道
理
二
叶
ヒ
侯
物
二
侯
ハ
ニ
持
へ

遺
ス
可
ク
侯
」

　
と
、
衣
類
の
不
相
応
を
禁
止
し
て
著
修
に
流
れ
る
事
を
防
止
し
て
い
る
。

　
西
川
ふ
と
ん
店
の
場
合
も
全
く
同
様
の
観
定
が
「
店
観
定
の
事
」
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
二
、
着
類
諸
品
身
分
不
相
応
成
物
決
而
所
持
致
問
敷
侯
総
而
求
度
品
有
レ
之
侯
ハ
ハ
帳
場
へ
窺
可
申
自
儘
勝
手
二
相
求
侯
儀
停

止
之
事
」

　
「
一
、
店
出
入
之
者
へ
着
類
諸
品
相
預
げ
侯
事
決
而
相
成
不
申
且
店
用
之
外
一
切
立
寄
侯
儀
可
為
無
用
事
、

　
と
、
実
に
き
び
し
い
規
定
に
よ
る
、
着
類
か
ら
の
著
修
禁
止
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
節
　
節
倹
主
義
経
営
に
お
げ
る
住
居
生
活

　
節
倹
主
義
経
営
方
針
に
も
と
づ
く
住
宅
に
つ
い
て
は
、

　
福
田
家
の
「
搬
家
の
苗
」
で
は

　
「
一
、
普
請
事
堪
忍
成
べ
き
事
は
随
分
と
こ
た
へ
可
シ
レ
申
ス
。
ま
た
是
非
に
致
す
可
き
品
は
格
別
、
庭
な
ど
な
ぶ
る
事
は
其
一

也
」　

と
、
住
居
の
新
築
や
造
園
等
に
対
し
て
出
来
る
か
ぎ
り
辛
棒
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
四
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
四
五
八
）

木
村
卯
兵
衛
家
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
　
　
◎
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
「
一
、
倹
約
専
一
遊
参
物
見
無
用
、
尤
道
具
、
家
立
世
問
よ
り
二
割
方
減
ず
る
。
新
調
家
造
致
す
と
も
、
人
数
相
増
侯
共
、
決
而

広
く
致
す
事
無
用
之
事
」

　
と
規
定
し
て
い
る
。

　
柏
原
家
で
も
そ
の
「
倹
約
令
」
の
中
で

　
「
一
、
普
請
一
切
無
用
無
。
拠
修
覆
老
其
節
相
談
二
可
及
事
」

　
西
川
ふ
と
ん
店
で
は
「
捷
」
の
中
で

　
「
一
、
店
普
請
其
外
何
事
に
も
華
著
を
省
き
質
素
を
旨
と
可
レ
致
」

　
と
規
定
し
て
、
必
要
に
迫
ら
れ
な
い
限
り
、
普
請
を
禁
止
し
、
或
は
世
問
の
価
よ
り
二
割
減
の
建
築
を
行
い
、
決
し
て
広
大
な
住

居
建
築
を
し
な
い
よ
う
に
と
か
た
く
戒
し
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
た
お
、
建
物
や
道
具
を
大
切
に
す
べ
し
と
し
た
積
極
的
な
規
定
と
し
て

　
西
村
彦
兵
衛
家
「
家
訓
」
に

　
二
、
家
建
物
諸
道
具
二
而
茂
破
損
之
類
ハ
随
分
早
ク
修
覆
を
加
へ
可
申
等
閑
不
成
様
心
懸
ケ
之
事
」

　
と
あ
り
、
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
マ

　
ニ
、
家
内
、
土
蔵
共
拭
き
輝
麗
に
仕
り
、
住
居
毎
夜
〆
り
等
入
念
吟
味
可
申
事
」

　
と
し
て
、
破
損
は
早
や
め
に
修
膳
し
、
日
頃
キ
レ
イ
に
掃
除
を
す
る
よ
う
訓
え
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
節
倹
主
義
経
営
に
お
け
る
日
常
生
活

　
京
都
の
町
家
の
家
業
経
営
に
お
け
る
衣
．
食
・
住
に
お
げ
る
節
倹
に
っ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
て
来
た
が
、
次
に
日
常
生
活

に
お
げ
る
始
末
に
徹
し
た
暮
し
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
Ｈ
　
交
際
上
に
お
げ
る
節
約

　
目
常
生
活
に
お
げ
る
出
費
の
割
方
大
き
い
も
の
は
親
類
・
分
別
家
を
は
じ
め
と
す
る
知
人
、
得
意
先
、
神
杜
寺
院
、
近
隣
、
町
内

等
に
お
げ
る
交
際
費
で
あ
る
。
家
が
古
く
な
れ
ば
な
る
程
、
交
際
費
は
多
く
な
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。

　
西
村
彦
兵
衛
家
の
家
訓
に
は

　
「
一
、
成
丈
質
素
に
暮
し
可
レ
申
事

　
小
家
に
て
も
家
柄
古
く
な
れ
ぼ
白
然
と
物
事
過
当
に
成
り
度
き
も
の
な
れ
ぼ
、
先
格
相
違
せ
ぬ
や
ふ
に
く
ら
し
可
シ
１
申
、
し
か

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
な
が
ら
、
り
ん
し
ょ
く
と
云
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
定
り
た
る
事
を
無
理
に
減
ず
る
は
あ
し
く
、
身
分
に
す
ぐ
る
事
を
せ
ぬ
や
う
第
一

の
心
得
な
り
。
随
分
家
格
を
心
安
仕
て
相
暮
可
申
事
也
」

　
と
、
質
素
に
暮
し
、
交
際
等
は
出
来
る
だ
け
始
末
す
る
こ
と
。
と
は
い
え
「
り
ん
し
ょ
く
」
に
な
る
よ
う
な
無
理
な
節
倹
を
い
ま

し
め
、
家
の
格
式
を
重
ん
じ
、
身
分
相
応
の
暮
し
方
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
老
舗
と
い
わ
れ
る
旧
家
が
、
極
め
て
質
素
で
、
交
際
上
の
義
理
を
果
し
っ
っ
、
如
何
に
１
出
費
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
た
か
は
、
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

い
　
得
意
先
に
対
す
る
交
際
費
の
節
約

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
四
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
四
六
〇
）

　
ま
ず
遠
来
の
得
意
客
が
上
京
し
て
来
た
場
合
、
こ
れ
を
饗
応
し
て
接
待
し
、
商
談
の
成
立
を
期
す
る
べ
く
努
力
す
る
の
が
普
通
の

し
き
た
り
で
あ
る
が
、
こ
の
節
約
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

　
外
市
商
店
「
案
記
平
生
節
倹
之
事
」
に
。
は

　
「
布
仲
買
等
遣
尋
二
参
侯
人
江
も
塩
物
に
而
も
肴
付
侯
不
相
成
」
と
し
、
「
煮
サ
ィ
、
煮
豆
か
、
し
た
し
」
を
出
す
こ
と
に
し
て
、

得
意
方
の
交
際
を
き
び
し
く
制
限
し
、
節
約
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
で
は
、
　
「
倹
約
令
」
の
中
で

　
「
一
、
不
断
買
先
中
江
膳
出
シ
侯
儀
随
分
差
控
尤
心
得
事
」

　
「
一
、
大
坂
問
屋
方
年
頭
中
元
、
御
礼
上
京
之
節
御
酒
御
膳
な
し
、
御
の
し
計
、
其
外
上
京
之
刻
右
同
断
先
様
江
示
合
置
中
事
」

　
と
し
て
、
実
に
き
び
し
い
御
得
意
先
の
接
待
に
抑
制
を
加
え
て
出
費
の
防
止
に
懸
命
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
外
与
商
店
「
改
正
作
法
記
」
に
。
は

　
「
一
御
来
客
へ
酒
宴
堅
無
用
強
テ
御
膳
酒
二
限
可
申
事
。
去
ル
代
リ
代
呂
物
二
而
決
而
如
才
無
之
様
此
度
よ
り
相
改
明
細
之
調
進
可

被
致
侯
事

　
但
シ
酒
宴
之
者
商
内
取
組
不
相
成
御
客
者
、
店
法
ニ
ハ
か
え
が
た
き
事
に
而
残
念
二
而
も
速
二
断
念
之
事
。
然
ル
ニ
遠
方
御
客
之
中

　
若
主
人
或
者
手
代
始
メ
テ
被
出
向
御
見
物
被
成
度
二
付
御
国
元
よ
り
別
段
添
書
等
有
之
無
拠
事
故
ア
ラ
バ
総
支
配
よ
里
可
然
モ
ノ
見
立

　
御
供
為
致
可
申
事
。
左
侯
連
決
シ
テ
遊
閣
へ
案
内
無
用
、

右
様
之
ケ
所
へ
御
供
致
侯
事
其
国
宅
二
相
聞
侯
テ
ハ
第
一
家
法
ヲ
ウ
ト
マ
レ
且
其
御
人
之
為
方
二
不
相
成
深
ク
思
慮
可
為
侯
之
事
」

　
と
あ
り
、
来
客
を
酒
宴
で
も
て
な
す
上
の
売
買
は
店
法
に
ょ
っ
て
き
び
し
く
禁
止
し
て
お
り
、
遠
来
の
客
で
京
見
物
を
さ
せ
て
ほ



し
い
と
添
書
持
参
（
主
人
か
ら
の
）
の
も
の
で
も
遊
閣
等
遊
女
遊
び
の
場
所
に
案
内
す
る
事
は
無
用
と
固
く
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
　
其
の
他
の
交
際
費
の
節
約

　
こ
こ
で
其
の
他
の
交
際
費
と
い
う
の
は
、
祝
儀
、
饒
別
、
見
舞
、
等
の
こ
と
で
、
こ
れ
等
の
出
費
の
節
約
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
柏
原
家
の
「
倹
約
令
」
の
規
定
で
は
、

一
、
南
禅
寺
東
福
寺
其
外
寺
方
乞
鉢
施
菜
御
倹
約
中
御
断
侯
泰

一
、
伊
勢
講
三
カ
年
の
間
相
止
メ
侯
事

一
、
延
命
院
講
御
断
可
申
事

一
、
岡
崎
御
坊
　
小
松
谷
　
袋
中
庵
　
右
十
夜
袋
御
倹
約
中
御
断
之
事

一
、
那
波
様
　
吉
田
様
　
三
井
様
　
大
村
様
清
須
美
様
北
村
様
　
鍵
屋
様

　
其
外
御
近
付
様
方
た
り
共
何
事
に
よ
ら
ず
三
ヶ
年
の
問
一
切
御
取
遣
な
し
　
万
一
先
様
よ
り
御
参
来
有
之
侯
而
も
御
返
礼
　
御
践

別
等
か
た
く
御
断
奉
申
上
侯
事
　
並
二
御
年
回
御
香
儀
之
儀
ハ
御
互
二
御
断
之
事
　
右
之
通
夫
々
様
江
江
戸
店
よ
り
御
断
申
遣
侯
事

一
、
三
井
様
其
外
江
戸
表
並
二
御
他
国
之
節
御
饒
別
御
土
産
物
等
御
断
之
事

一
、
三
井
様
江
御
年
礼
之
節
御
菓
子
並
二
下
女
御
心
付
御
互
二
御
断
之
事

一
、
村
上
宗
笠
様
御
倹
約
中
御
互
二
取
遣
御
断
奉
申
上
侯
事
、
先
様
江
右
之
段
相
達
侯
事

一
、
年
頭
御
礼
登
　
野
崎
　
緒
彦
　
扇
源
　
右
趣
之
品
献
上
仕
候
得
共
御
倹
約
中
御
断
申
遣
侯
　
猶
被
下
物
之
儀
茂
御
断
申
上
侯
事

一
、
松
尾
源
右
衛
門
献
上
之
品
断
申
遣
侯
事
御
心
付
之
儀
茂
同
断

一
、
中
山
氏
　
山
田
氏
　
酒
井
氏
　
右
暑
寒
見
舞
御
断
之
事

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
四
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
箪
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
四
六
二
）

一
、
摩
嶋
氏
　
山
本
氏
　
千
葉
氏
　
右
初
講
料
其
外
二
季
御
祝
儀
暑
寒
見
舞
共
半
減
二
御
願
奉
申
上
侯
事

一
、
和
尚
様
御
儀
暫
く
御
見
合
被
成
下
度
事

　
　
尤
何
仏
様
と
先
様
御
達
し
被
下
度
事

　
以
上
は
、
京
都
の
商
家
に
，
お
げ
る
交
際
節
約
の
例
証
で
あ
る
が
、
非
常
時
に
際
会
し
、
そ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
如
何
に

協
力
一
致
し
て
出
費
を
防
止
し
て
、
家
業
を
守
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

○
　
分
・
別
家
問
の
交
際
費
の
節
約

　
家
格
が
古
く
な
れ
ば
分
・
別
家
も
多
く
な
る
し
、
本
家
と
分
別
家
の
問
に
お
げ
る
交
際
費
も
馬
鹿
に
な
ら
な
く
な
り
、
家
の
経
済

に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
来
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
殊
に
別
家
の
多
い
老
舗
で
は
尚
更
で
あ
る
。
千
吉
家
の
例
を
あ
げ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
た

「
蒼
西
村
氏
都
に
商
ひ
し
て
二
百
有
余
年
子
孫
っ
ら
な
り
く
住
み
給
ふ
。
幸
成
る
か
箕
未
葉
露
滴
り
て
千
筋
の
流
と
君

る
。
・
…
…
・
其
昔
は
百
余
の
軒
に
お
よ
び
た
れ
ど
も
守
り
薄
き
は
亡
び
行
て
今
僅
か
六
十
余
軒
と
な
れ
り
、
惜
い
哉
惜
む
べ
し
。
」

　
と
あ
る
如
く
、
別
家
が
多
い
本
家
の
交
際
費
は
多
額
に
上
っ
た
し
、
義
理
順
義
で
成
り
立
っ
て
い
る
本
別
家
の
人
問
関
係
だ
げ
に

尚
更
こ
の
点
は
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
「
互
に
蕃
を
し
り
ぞ
げ
、
倹
約
を
守
り
」
家
の
存
続
と
家
業
の
永
続
を
は
か
る
た
め
に
は
、

か
か
る
交
際
費
の
節
約
を
は
か
っ
て
出
費
を
抑
え
る
自
衛
手
段
の
た
め
に
必
然
的
に
規
約
を
生
む
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

本
・
別
家
間
の
贈
答
を
規
定
し
た
「
定
」
（
千
吉
家
）
に
よ
る
と

　
　
　
　
定

○
本
家
二
別
家
よ
り
到
来

　
家
督
　
　
　
　
銀
一
匁
　
　
　
　
　
　
返
礼
銀
弐
匁



婚
礼

後
妻

安
産

初
節
句

髪
置

袴
着

元
服

銀
一
匁

壱
分
が
へ
饅
頭
十

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

右
安
産
よ
り
是
迄
惣
領
計
二
人
め
よ
り
挨
拶
計

刺
髪

病
気
見
舞

庖
瘡

女
子
嫁
入

男
子
養
子
入

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

包
扇
料
銀
壱
匁

包
扇
料
銀
壱
匁

返
礼
銀
弐
匁

返
礼
銀
弐
匁

返
礼
餅

返
礼
お
ま
き
又
は
だ
ん
ご

無
返
礼

無
返
礼

無
返
礼

　
又
は
他
家
遣
ス
節

右
安
産
よ
り
是
迄
何
れ
茂
酒
不
出

　
死
去
香
典
　
　
　
　
主
人
　
　
　
　
銀
弐
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
　
　
　
　
銀
壱
匁
五
分

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）

無
返
礼

無
返
礼

返
礼
蒸
物

無
返
礼

無
返
礼

二
三
　
（
四
六
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）

年
忌
香
典

子
供

主
人妻

子
供

　
年
玉
・
留
守
見
舞

　
暑
見
舞
盆
前
祝
儀

寒
見
舞
歳
暮
祝
儀

○
本
家
よ
り
別
家
江
遣
す
品

家
督

婚
礼

後
妻

安
産

初
節
句

髪
置

袴
着

元
服

次
し

銀
壱
匁

銀
壱
匁

金
百
疋

金
百
疋

包
扇
料
銀
三
匁

銀
三
匁

銀
三
匁

銀
三
匁

銀
三
匁

銀
三
匁

銀
壱
匁

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁
五
分

銀
壱
匁

右
安
産
よ
り
是
迄
惣
領
計
二
人
よ
り
は
挨
拶
計

返
礼
南
鋳
一
片

返
礼
庸
鋳
一
片

無
返
礼

返
礼
餅

返
礼
綜
の
も
ち
又
は
だ
ん
ご

無
返
礼

無
返
礼

無
返
礼

二
四
　
（
四
六
四
）



　
刺
髪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
三
匁
　
　
　
　
　
無
返
礼

　
病
気
見
舞
　
　
　
　
　
　
　
銀
三
匁
　
　
　
　
　
無
返
礼

　
庖
瘡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
三
匁
　
　
　
　
　
返
礼
蒸
物

　
女
子
嫁
入
　
　
　
　
　
　
　
南
鋳
一
片
　
　
　
　
返
礼
銀
一
匁

　
男
子
養
子
入
又
ハ

　
他
家
へ
遣
ス
節
　
　
　
　
銀
一
匁
　
　
　
　
返
礼
な
し

　
死
去
香
典
　
　
　
　
勤
侯
名
前
人
　
　
　
　
金
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
拝
片
一
外
に
畜
一
一

年
忌
香
典
讐
回
配
む
告
讐
讐
－
－
琶
候
事

　
年
玉
、
留
守
見
舞
　
　
　
　
な
し

　
こ
の
外
、
千
吉
家
の
場
合
は
別
家
中
相
互
の
贈
答
規
定
も
設
げ
ら
れ
、
明
治
時
代
も
全
く
同
様
の
形
式
で
時
宜
に
合
っ
た
観
定
を

設
げ
、
数
多
い
本
家
と
別
家
問
の
贈
答
が
過
当
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
親
交
と
結
合
を
計
り
、
交
際
費
の
始
末
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
西
川
ふ
と
ん
店
も
同
様
の
規
定
を
「
出
勤
申
合
規
則
書
」
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。

二
、
近
来
物
価
高
価
ヲ
ロ
実
ト
為
シ
御
本
家
二
願
ヒ
出
テ
レ
バ
ヨ
キ
モ
ノ
ト
思
ヒ
分
限
不
相
応
ナ
ル
歳
費
シ
、
自
己
ノ
面
目
ヲ
売

ル
ア
リ
、
或
ハ
乱
費
二
消
ス
ル
ア
リ
、
甚
ダ
謂
レ
ナ
キ
次
第
ナ
ラ
ズ
ヤ
因
テ
今
般
在
幡
ノ
出
勤
協
議
ノ
上
御
本
家
様
御
新
宅
及
ビ
別

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
四
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
二
十
一
巻
・
塘
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
四
六
六
）

　
　
　
　
　
氾
○
○
○
○
○

家
中
二
係
ル
義
理
祝
儀
ノ
類
左
ノ
件
々
確
定
侯
条
各
自
堅
ク
相
守
可
申
事

　
一
、
自
分
ノ
親
戚
二
対
ス
ル
交
儀
モ
繕
々
倹
約
質
素
二
可
致
事

　
一
、
家
屋
買
得
（
別
家
函
一
同
よ
り
先
刻
之
通
祝
ヒ
遣
シ
可
申
事
）

　
一
、
入
家
男
女
共
　
右
同
断

　
一
、
婚
礼
　
　
　
　
右
同
断

　
　
一
、
出
勤
仲
問
ノ
者
ハ
出
勤
一
名
二
付
金
七
銭
宛
ノ
割
出
勤
一
同
ニ
テ
祝
ヒ
遣
シ
可
申
事

　
一
、
誕
生

　
　
一
、
初
産
二
限
リ
男
女
二
不
拘
出
勤
仲
問
ノ
者
ハ
出
勤
一
名
二
付
金
八
銭
宛
ノ
割
一
同
ニ
テ
祝
ヒ
遣
シ
可
申
事

　
　
一
、
右
初
産
限
リ
ニ
侯
儀
二
付
、
再
産
ヨ
リ
何
度
二
及
ブ
ト
モ
祝
ヒ
ニ
不
及
侯
事

　
一
、
死
去
（
別
家
函
ヨ
リ
先
例
ノ
通
リ
香
儀
遣
シ
可
申
事
）

　
　
一
、
出
勤
仲
問
ノ
者
ハ
出
勤
一
名
二
付
金
三
銭
宛
ノ
割
出
勤
一
同
ニ
テ
香
儀
遣
シ
可
申
事

　
一
、
病
気
（
別
家
函
ヨ
リ
見
舞
無
之
ノ
事
）

　
　
一
、
出
勤
仲
問
ノ
ウ
チ
大
病
ノ
モ
ノ
ア
レ
バ
出
勤
一
名
二
付
金
五
銭
宛
ノ
割
出
勤
一
同
ニ
テ
見
舞
遺
シ
可
申
事

　
　
一
、
本
服
ノ
節
返
礼
ス
ル
事
相
成
ラ
ザ
ル
事

　
　
　
　
コ
ト
バ

　
　
一
、
言
ダ
ケ
ニ
テ
礼
廻
可
致
事

　
一
、
新
別
家

　
一
、
養
子
入

，



　
一
、
平
常
ノ
祝
ヒ
返
礼
ト
モ
柵
済
候
上
身
祝
ヒ
ト
喝
出
勤
中
相
招
キ
一
酒
肴
指
出
サ
レ
侯
族
モ
有
之
必
意
冗
費
二
属
シ
侯
得
共

身
祝
ヒ
ノ
名
義
ア
ル
ヲ
以
テ
一
名
金
拾
銭
宛
ノ
割
出
勤
一
同
ニ
テ
祝
ヒ
遣
シ
可
申
事

一
、
宅
換

　
一
、
見
舞
モ
ノ
ニ
モ
手
伝
ニ
モ
不
及
侯
事

一
、
彼
岸
志

　
一
、
出
勤
中
ハ
相
互
二
廃
シ
侯
事

一
、
年
忌
志

　
一
、
配
ル
ト
配
サ
ル
ハ
随
意
タ
ル
可
シ

一
、
節
句

　
一
、
配
リ
モ
ノ
ハ
廃
シ
侯
事

一
、
暑
寒

　
一
、
見
舞
モ
ノ
ハ
廃
シ
侯
事

　
一
、
言
ノ
礼
ハ
可
務
候
事

一
、
東
京
西
京
大
阪
共
他

　
一
、
出
勤
交
代
出
張
ト
モ
商
用
ノ
儀
二
付
土
産
等
は
無
キ
筈
二
付
以
来
廃
シ
侯
事

　
一
、
銭
別
、
着
祝
等
申
受
ケ
サ
ル
事

　
一
、
出
立
及
帰
国
ノ
節
、
手
札
ヲ
以
テ
挨
拶
二
出
ツ
可
キ
事

　
　
経
常
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
四
六
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）

一
、
御
本
家
様
　
御
歳
暮

　
一
、
別
家
一
同
ヨ
リ
献
上
ア
ル
ニ
付
手
札
ヲ
以
テ
御
礼
二
罷
出
可
申
事

一
、
御
本
家
様
　
御
歳
暮
　
中
之
賀

　
一
、
家
別
随
意
詞
公
可
致
事

　
一
、
身
分
不
相
応
ナ
ル
物
品
持
参
相
成
ザ
ル
事

一
、
御
本
家
様
　
暑
寒
御
見
舞

　
一
、
出
勤
仲
問
ノ
者
ハ
出
勤
一
名
二
付
金
六
銭
宛
ノ
割
、
出
勤
一
同
ニ
テ
呈
上
可
致
事

　
一
、
右
取
計
侯
上
ハ
出
勤
仲
問
へ
報
知
可
致
事

　
一
、
右
報
知
ヲ
得
レ
バ
御
窺
罷
出
可
キ
事

一
、
新
宅
様
　
暑
寒
ト
モ

　
一
、
出
勤
仲
問
ノ
モ
ノ
ハ
出
勤
一
名
二
付
金
六
銭
宛
ノ
割
出
勤
一
同
ニ
テ
献
上
可
致
事

　
一
、
右
取
計
侯
上
ハ
出
勤
仲
問
へ
報
知
可
致
事

　
一
、
身
分
不
相
応
ナ
ル
物
品
持
参
相
成
ラ
サ
ル
事

一
、
新
宅
様
臨
時

　
　
　
　
　
　
　
御
祝
　
御
窺
御
見
舞

　
一
、
右
要
ス
ル
事
ア
レ
バ
出
勤
居
合
セ
ノ
者
協
議
ノ
上
取
付
可
申
事

　
一
、
右
報
知
ヲ
得
レ
バ
御
窺
罷
出
可
申
事

二
八
　
（
四
六
八
）



右
規
則
設
ケ
候
二
付
テ
ハ
該
費
当
ト
シ
テ
毎
月
金
八
銭
宛
出
金
可
致
事

　
一
、
右
集
メ
タ
ル
金
額
出
勤
老
分
ノ
中
預
リ
置
万
事
世
話
可
致
事

　
一
、
出
納
明
細
簿
ヲ
製
シ
出
納
明
瞭
記
載
シ
；
碗
瞭
然
タ
ラ
シ
ム
ベ
シ

　
一
、
右
醸
金
ハ
十
目
集
メ
日
限
ト
ス

　
一
、
毎
年
一
度
ヅ
ツ
居
合
セ
ノ
者
立
会
勘
定
可
致
事

　
　
　
　
　
但
シ
勘
定
ノ
節
禁
酒
ノ
事

右
条
々
堅
ク
相
守
リ
可
申
因
一
同
調
印
仕
侯

　
明
治
十
一
歳
六
月
第
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
代
目
西
川
甚
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
勤
中

　
実
に
き
び
し
い
、
本
家
・
別
家
間
の
贈
答
規
定
で
あ
る
。
殊
に
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
三
店
を
は
じ
め
そ
の
他
へ
の
、
出
勤
、
交

替
、
出
張
等
は
何
れ
も
商
用
上
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
土
産
は
無
用
と
し
、
出
立
及
び
帰
国
の
節
は
手
札
を
も
っ
て
挨
拶
廻
り
の
事
と

規
定
し
、
又
御
本
家
へ
の
御
歳
暮
の
御
礼
も
同
様
手
札
を
持
っ
て
挨
拶
に
罷
り
出
る
こ
と
と
規
定
し
て
出
費
、
む
だ
遣
い
を
し
な
い

よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
持
参
し
て
よ
い
時
で
も
身
分
不
相
応
た
る
品
物
を
持
参
す
る
事
を
禁
止
し
、
出
来
る
だ
げ
、
別

家
中
の
交
際
に
凹
凸
や
遣
取
り
の
品
物
に
悩
ま
さ
れ
る
事
が
な
い
よ
う
に
、
毎
月
十
日
に
八
銭
宛
積
立
て
、
出
勤
別
家
の
老
分
が
予

っ
て
お
い
て
、
こ
れ
で
別
家
中
一
同
の
名
前
で
、
本
家
に
贈
物
を
行
い
、
出
来
る
だ
げ
、
各
自
で
の
贈
物
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、

失
費
と
競
争
を
避
げ
、
倹
約
の
生
活
を
保
障
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
四
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
四
七
〇
）

○
　
冠
婚
葬
祭
費
に
お
げ
る
節
約

　
家
が
傾
む
く
原
因
の
一
っ
で
あ
り
、
失
費
の
中
で
大
な
る
も
の
が
冠
婚
葬
祭
費
で
あ
る
。
こ
の
失
費
を
防
止
す
る
た
め
、
今
日
で

も
な
お
、
婦
人
会
等
が
中
心
に
た
っ
て
、
そ
の
改
善
運
動
に
奔
走
し
て
い
る
有
様
で
あ
る
が
、
た
か
な
か
で
あ
り
、
華
美
を
競
う
有

様
で
〃
娘
三
人
あ
れ
ば
家
が
潰
れ
る
”
と
い
う
言
葉
が
さ
さ
や
か
れ
る
ゆ
え
ん
も
実
に
故
た
し
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
そ
れ
だ
げ
に
永
続
し
た
家
の
暮
し
の
中
に
は
、
こ
の
冠
婚
葬
祭
が
華
美
に
、
陥
ら
な
い
様
に
規
定
し
、
節
約
を
は
か
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
冠
婚
の
例
と
し
て
は
、
木
村
卯
兵
衛
家
「
先
祖
ヨ
リ
申
伝
在
之
家
法
定
」
に

「
一
、
男
子
女
子
在
之
侯
共
成
丈
別
家
ハ
無
用
夫
々
二
縁
附
之
事
、
尤
当
家
相
続
ノ
為
二
嫁
、
む
こ
申
請
侯
共
結
納
、
荷
物
世
問
ヨ

リ
五
割
方
下
二
成
ル
事
の
相
談
之
事
」

　
と
あ
り
、
結
納
も
荷
物
も
世
問
並
み
の
半
分
以
下
に
す
る
よ
う
相
談
の
事
と
あ
り
、
冠
婚
面
か
ら
の
失
費
を
き
び
し
く
節
約
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
「
倹
約
令
」
で
も

一
、
首
尾
克
本
格
別
宅
被
為
仰
付
引
越
祝
並
二
婚
礼
祝
共
右
三
ケ
年
御
倹
約
中
表
披
露
都
而
延
引
之
事
尤
年
限
相
済
侯
ハ
バ
相
談
之

上
御
願
奉
申
上
侯
事
」

　
と
あ
り
、
倹
約
令
が
発
令
中
は
披
露
宴
の
た
い
婚
礼
が
規
定
さ
れ
、
家
業
の
非
常
時
を
乗
り
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
葬
祭
費
も
馬
鹿
に
な
ら
な
い
。
日
本
の
慣
習
と
し
て
、
仏
の
葬
式
・
法
要
を
丁
重
に
行
い
、
祖
先
へ
の
報
恩
感
謝
の
念
と
、
仏
の

供
養
を
行
っ
て
、
仏
の
来
世
で
の
幸
福
な
生
活
を
祈
念
す
る
た
め
、
と
も
す
る
と
華
美
に
陥
入
り
場
い
。
こ
れ
を
戒
し
め
た
規
定
も



少
く
な
い
。
先
に
述
べ
た
木
村
卯
兵
衛
家
「
先
祖
ヨ
リ
申
伝
在
之
家
法
定
」
に
は

　
「
一
、
珍
敷
品
も
の
、
道
具
美
品
無
用
、
法
事
用
道
具
買
入
候
て
も
在
之
故
二
買
入
無
用
」

　
と
、
法
要
道
具
の
新
規
に
推
え
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
要
当
日
に
お
げ
る
規
定
と
し
て

「
法
事
如
何
程
用
向
在
ソ
之
勝
手
悪
共
相
捨
無
用
大
切
二
相
勤
メ
然
シ
先
祖
始
代
々
仏
馳
走
無
用
之
事
」

　
と
、
法
要
に
お
げ
る
御
馳
走
は
無
用
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
寺
（
菩
提
寺
）
へ
の
御
布
施
は
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。

二
、
先
祖
始
代
々
家
業
又
ハ
当
家
太
切
被
相
勤
侯
人
々
詳
月
忌
宿
坊
江
米
一
升
、
さ
い
代
五
拾
文
罷
持
参
、
先
祖
月
忌
ハ
手
代
始

主
人
朝
飯
迄
参
詣
之
事
。

　
決
し
て
不
相
応
、
過
分
な
御
布
施
を
し
な
い
よ
う
に
規
定
し
、
節
約
を
計
っ
て
い
る

　
福
田
家
「
搬
家
の
苗
」
に
は

二
、
長
香
寺
玉
雄
墓
所
の
事
　
両
家
よ
り
二
季
の
届
壱
匁
づ
つ
遣
可
申
　
尤
年
忌
同
前
三
匁
二
米
一
升
そ
と
ぱ
料
百
銅
二
っ
わ
り
、

玉
雄
計
」

　
と
あ
る
。

　
千
切
屋
吉
右
衛
門
家
「
定
」
に
は

二
、
不
幸
之
節
音
物
等
無
用
之
事

　
一
、
葬
式
之
節
当
家
罷
越
供
可
レ
仕
侯
専
」

　
と
あ
り
、
本
家
・
別
家
相
互
問
の
贈
答
に
。
も
、

○
本
家
二
別
家
よ
り
到
来
品
　
　
　
　
　
一
　
〇
本
家
よ
り
別
家
へ
遣
ス
品

　
　
　
経
常
老
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
四
七
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）

「
死
去
香
典
　
主
人

　
　
　
　
　
妻

　
　
　
　
　
子
供

年
忌
香
典
　
主
人

　
　
　
　
　
妻

　
　
　
　
　
子
供

西
川
甚
五
郎
家

一
、

　
　
一
、

銀
二
匁

　
一
匁
五
分

　
一
匁

銀
一
匁
五
分

　
一
匁
五
分

　
一
匁

「
死
去
香
典

年
忌
香
典

勤
侯
名
前
人

妻
子
傑

名
前
人
年
回

妻
小
児
年
回

三
二
　
（
四
七
二
）

金
百
疋

芦
片
一
外
に
玄
見
遺
す

　
　
　
　
　
　
　
「
出
勤
申
合
規
則
書
」
に
は

　
　
　
死
去
（
別
家
函
ヨ
リ
先
例
ノ
通
リ
香
儀
遣
シ
可
中
事
）

　
　
　
　
出
勤
仲
問
ノ
者
ハ
出
勤
一
名
二
付
金
三
銭
宛
ノ
割
出
勤
一
同
ニ
テ
香
儀
遣
シ
可
申
事

　
と
あ
り
、
葬
祭
費
へ
の
出
費
を
申
合
せ
に
よ
っ
て
制
限
を
加
え
て
い
る
。

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
に
お
げ
る
葬
祭
費
の
節
約
に
つ
い
て
は
「
倹
約
令
」
の
中
で

「
一
・
別
宅
中
年
回
の
節
柳
重
之
内
志
奉
差
上
侯
共
三
ヶ
年
之
間
御
断
奉
申
上
侯
、
並
二
別
宅
中
呼
引
な
し
。
伝
蔵
殿
弔
之
儀
も
同

断
之
事

　
一
、
彼
岸
茶
之
子
配
リ
　
御
宿
坊
、
当
町
内
計
、
其
外
親
類
様
方
出
入
方
共
な
し

　
一
・
二
月
三
十
日
御
祥
月
御
仏
参
之
節
・
大
谷
御
轡
つ
相
済
次
第
銘
々
引
取
可
レ
申
、
御
倹
約
中
安
井
前
藤
屋
御
料
理
相
止
メ
可
レ

申
、
家
内
田
楽
も
無
用
之
事

　
一
、
別
宅
中
報
恩
講
御
宿
坊
江
夫
々
上
ケ
切
之
事
、
依
而
呼
引
な
し



　
一
、
報
恩
講
御
倹
約
中
左
二

　
御
宿
坊
計
御
請
招
　
御
伴
僧
な
し
　
出
勤
別
宅
計
　
御
料
理
是
迄
通
り
　
御
親
類
様
方
な
し
　
別
宅
中

参
詣
可
致
　
但
し
台
所
二
而
家
内
之
通
御
飯
頂
戴
之
事

　
一
、
御
隠
居
様
報
恩
講
御
宿
坊
計
御
伴
僧
な
し
　
出
勤
別
宅
計
参
詣
之
事

　
一
、
当
年
御
年
回
之
御
儀
御
宿
坊
計
御
請
招
　
御
伴
僧
一
人
　
御
親
類
方
御
招
な
し
御
配
物
計
被
遊
侯
事
出
入
方
別
宅
内
儀
中
御

菓
子
料
等
な
し
云
々
」

　
と
規
定
し
、
節
倹
主
義
の
経
営
に
ょ
っ
て
出
費
を
防
ぎ
、
い
か
に
健
全
主
義
を
取
っ
て
い
た
か
が
わ
窺
れ
る
の
で
あ
る
。

目
神
事
祭
礼
費
の
節
約

　
く
ら
し
の
家
計
費
の
中
で
、
祭
礼
費
も
出
費
の
中
で
割
方
大
き
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。

　
祭
礼
は
元
来
稲
作
農
民
で
あ
る
目
本
人
、
多
神
教
徒
（
八
百
万
神
々
を
信
仰
対
象
に
し
て
い
る
）
と
し
て
の
目
本
人
に
ー
と
っ
て
年
中
行

事
の
う
ち
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
行
事
で
あ
り
、
年
中
で
最
も
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
祭
礼
目
は
、
氏
神
を
中
心
と
す
る
氏
子
達

の
燕
楽
の
一
目
あ
り
、
親
類
は
じ
め
、
一
門
一
飲
、
知
人
、
縁
者
の
懇
親
の
一
目
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
祭
礼
に
は
、

身
分
不
相
応
の
馳
走
を
し
次
り
、
酒
宴
を
設
げ
た
り
し
て
、
金
品
を
浪
費
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
家
格
が
古
く
な
れ
ぼ
な
る
程
、
そ

の
出
費
は
無
視
出
来
な
い
比
重
を
も
っ
て
、
家
業
経
営
の
上
に
負
担
を
も
た
ら
し
て
来
た
。
こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
多
く

の
老
舗
で
は
規
定
を
設
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
木
村
卯
兵
衛
家
で
は
「
先
祖
ヨ
リ
申
伝
在
之
家
法
定
」
に
、

二
、
神
泰
新
シ
キ
親
類
出
来
侯
共
前
書
申
置
侯
通
リ
相
心
得
、
客
来
ハ
断
り
、
家
内
一
統
之
通
り
な
ら
ぼ
客
来
二
ま
ね
き
不
苦
事
」

　
　
　
経
営
老
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
四
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
四
七
四
）

　
と
挽
定
し
、
嫁
、
婿
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
新
し
い
親
類
が
出
来
た
場
合
で
も
、
　
「
前
書
申
置
侯
通
り
」
す
な
わ
ち
、
　
二
月
年

始
、
神
事
節
客
人
相
断
相
談
申
請
之
御
約
定
可
致
候
事
。
」
と
、
年
始
、
祭
礼
等
の
客
来
と
御
馳
走
に
よ
る
出
費
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
の
「
倹
約
令
」
で
も

　
「
御
姪
子
講
、
御
神
事
共
御
親
類
様
方
、
山
守
殿
た
り
共
堅
御
断
奉
申
上
侯
、
尤
御
招
之
代
り
に
御
肴
被
進
侯
儀
も
御
倹
約
中
御

見
合
二
御
願
奉
申
上
侯
」

　
と
あ
り
、
祭
礼
日
に
お
け
る
親
類
と
の
交
祭
を
禁
止
し
て
倹
約
に
徹
し
て
い
る
。

　
た
お
、
祭
礼
に
か
ぎ
ら
ず
、
来
客
の
も
て
な
し
に
っ
い
て
も

「
一
、
御
親
類
様
方
始
其
外
御
客
有
之
侯
節
、
御
酒
御
肴
並
二
御
膳
部
成
丈
御
手
軽
二
被
成
下
度
侯
事
、
其
意
を
以
て
勝
手
向
江
申

付
侯
事
」

　
と
し
て
、
来
客
に
対
す
る
御
馳
走
の
華
美
に
よ
る
出
費
の
節
約
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

輔
　
家
政
の
取
締
り
に
よ
る
節
倹
主
義
経
営

　
「
騎
奮
ニ
シ
テ
費
ヲ
不
ル
レ
思
ハ
家
ハ
天
然
ト
亡
ブ

　
　
正
直
二
倹
約
ヲ
守
ル
家
ハ
天
然
ト
隆
ナ
ル
」

　
「
倹
ハ
美
徳
ナ
リ
、
然
レ
ド
大
倹
ナ
ル
時
ハ
吝
奮
二
近
シ
、
倹
約
ノ
第
一
ハ
我
ガ
身
ノ
不
自
由
ヲ
堪
忍
ス
ル
ニ
ア
リ
」
（
向
井
家

「
家
内
諭
示
記
」
）

　
と
、
倹
約
の
徳
を
称
揚
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
実
践
は
「
我
ガ
身
の
不
自
由
ヲ
堪
忍
ス
ル
ニ
ァ
リ
」
と
訓
戒
し
て
い
る
が
、
石
門

心
学
者
布
施
松
翁
は
、
次
の
如
く
言
っ
て
堪
忍
に
よ
る
倹
約
を
力
説
し
て
い
る
。



　
「
今
目
い
い
た
い
こ
と
を
明
日
ま
で
か
ん
に
ん
し
、
酒
を
の
ん
だ
り
、
肴
を
く
う
た
り
す
る
も
す
こ
し
ず
っ
か
ん
に
ん
し
、
よ
い

着
物
を
着
た
い
と
い
う
の
も
今
日
一
日
の
か
ん
に
ん
と
思
う
て
、
先
へ
の
ぼ
す
の
が
、
お
の
れ
に
１
克
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

　
と
説
き
、
堪
忍
箱
の
設
置
に
よ
っ
て
、
家
政
を
引
締
め
、
節
倹
主
義
の
経
営
を
す
す
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
花
見
に
い
き
た
い
と
き
十
匁
の
入
用
を
七
匁
で
堪
忍
し
、
残
り
三
匁
を
こ
の
堪
忍
箱
に
い
れ
る
よ
う
に
し
、
諾
事
倹
約

し
て
溜
め
た
堪
忍
箱
を
正
月
と
、
七
月
と
に
開
い
て
、
家
内
の
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
分
げ
て
や
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
一
家
は
だ
ん
だ
ん

と
幸
せ
に
な
り
、
栄
え
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
誠
に
堪
忍
を
忘
れ
た
欲
望
が
わ
ざ
わ
い
す
る
の
で
あ
っ
て
、
足
る
を
知
る
堪
忍

が
経
済
生
活
百
般
の
基
本
と
も
な
る
。

　
安
田
多
七
家
の
「
家
訓
」
の
場
合
は
、

　
「
倹
勤
と
忍
耐
は
貨
確
の
道
な
り
、
人
に
し
て
貨
確
の
道
を
重
ん
ぜ
ざ
る
時
は
、
身
を
修
め
、
家
を
整
ふ
る
事
態
は
ず
、
予
は
此

の
倹
勤
と
忍
耐
と
を
以
て
畢
生
行
ふ
べ
き
二
徳
と
し
、
之
に
由
て
柳
か
貨
稚
の
道
を
得
、
其
の
希
望
を
達
し
た
り
」

　
と
訓
戒
し
、
修
身
、
斉
家
に
は
貨
殖
の
道
が
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
そ
の
必
須
の
条
件
た
る
貨
殖
の
道
は
倹
勤
と
忍
耐
の
二
徳
の

実
践
に
あ
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
京
の
人
は
細
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
政
上
の
節
倹
主
義
経
営
は
、
実
に
き
び
し
く
、
見
よ
う
に
よ
れ
ほ
吝
奮
に

近
か
か
っ
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
西
村
彦
兵
衛
家
の
家
訓
、
　
「
婦
妻
た
る
者
の
心
得
」
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慈
）
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
　
、
、
、

　
「
第
一
に
家
相
続
を
大
切
に
思
ひ
、
身
持
を
堅
く
し
て
召
仕
ひ
を
懐
て
家
用
を
治
め
世
帯
を
賄
ひ
て
入
用
費
な
き
や
ふ
に
心
掛
く

、
　
　
　
、

べ
し
。
世
帯
入
用
は
店
商
ひ
の
利
潤
を
も
っ
て
調
達
致
す
れ
ぼ
、
入
用
多
分
あ
れ
ば
、
相
続
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
眼
前
な
れ
ぼ
、
随

　
　
　
経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
四
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
猪
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
四
七
六
）

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

分
雑
用
物
入
り
の
少
な
き
や
ふ
に
勤
め
勤
働
を
執
行
い
た
し
て
、
家
内
の
賄
は
女
の
業
な
れ
ば
店
と
内
と
合
体
し
て
渡
世
用
励
は
長

久
の
基
に
而
、
先
祖
へ
の
孝
心
也
。
家
内
男
女
上
下
共
互
い
に
睦
敷
く
無
キ
ニ
故
障
一
様
に
し
て
媒
介
い
た
し
、
暮
が
親
々
へ
の
貞
孝
、

心
を
静
に
し
て
諾
事
気
を
付
け
慎
し
み
勤
む
べ
し
」

　
と
あ
り
、
一
家
の
主
婦
の
在
り
方
と
し
て
、
家
政
の
取
締
り
に
尊
念
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。

　
福
田
家
「
搬
家
の
苗
」
で
は

　
「
倹
約
を
第
一
、
身
を
よ
く
考
え
、
く
ら
し
方
に
心
を
可
シ
レ
付
ク
、
着
物
ハ
石
田
先
生
の
行
き
方
を
底
意
に
持
っ
可
し
。
併
す

ぐ
れ
て
片
寄
る
事
も
悪
し
、
町
内
、
一
家
、
友
の
交
り
、
見
は
か
ら
ひ
第
一
な
り
」

　
と
し
て
、
一
家
の
暮
し
方
に
気
を
っ
げ
よ
と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
家
政
の
取
締
り
に
留
意
す
る
こ
と
を
肝
要
な
り
と
し
た
家
訓

に
。
、
向
井
家
の
「
天
理
定
法
家
内
話
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
マ
リ

　
「
世
上
二
万
事
、
締
ト
云
フ
事
、
至
テ
緊
要
ナ
リ
。
国
の
締
リ
正
シ
ケ
レ
バ
国
治
ル
。
郡
村
締
リ
行
届
ケ
バ
郡
村
穏
カ
ナ
リ
。
家

蔵
諸
置
物
締
リ
厳
重
ナ
レ
バ
盗
難
憂
な
し
。
人
世
帯
ノ
締
リ
宜
シ
ケ
レ
バ
家
長
久
ス
　
男
身
ノ
締
リ
正
シ
ケ
レ
バ
身
代
繁
昌
ス
。
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
レ

身
ノ
締
リ
正
シ
ケ
レ
バ
人
ノ
醐
リ
ナ
ク
身
修
ム
。
天
ノ
作
ル
災
ハ
逃
ル
可
シ
。
自
ラ
作
ル
災
ハ
難
ソ
逃
。
」

　
と
あ
り
、
家
政
取
締
り
に
よ
る
事
業
経
営
の
節
倹
主
義
を
強
調
し
、
事
業
存
続
の
た
め
の
大
事
な
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

固
　
細
々
費
の
節
約
に
よ
る
節
倹
主
義
経
営

　
京
都
の
商
人
は
一
般
に
細
ま
か
く
、
始
末
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
紙
一
枚
、
糸
一
筋
と
い
え
ど
も
「
も
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
た
い
」
　
「
浪
費
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
細
々
費
の
節
約
を
く
ら
し
の
中
で
や
か
ま
し
く
採
り
入
れ
、
節
倹
主
義

に
ー
も
と
ず
く
事
業
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
の
が
そ
の
実
状
で
あ
る
。



　
家
訓
の
例
と
し
て
は
「
天
理
定
法
家
内
話
」
（
向
井
家
）
に
、
次
の
如
く
訓
戒
し
て
、
強
調
し
て
い
る
。

　
「
夫
レ
天
然
ノ
災
禍
ハ
仮
令
大
損
亡
を
受
ク
ル
ト
難
モ
深
ク
恐
ル
ル
ニ
足
ラ
ズ
、
之
ガ
為
二
尚
ヲ
業
ヲ
勉
強
セ
バ
、
貧
窮
二
陥
ル

事
ハ
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
…
一
・

　
人
ノ
家
二
最
モ
憂
可
キ
禍
ハ
細
六
費
ナ
リ
。
知
ラ
ズ
シ
テ
著
修
二
慢
リ
、
イ
ツ
ト
ハ
ナ
ク
金
銭
ヲ
費
ス
ニ
在
リ
。
一
目
二
見
ヘ
ズ
、

、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
・
、
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
◎
◎
◎
◎
◎

一
月
二
覚
ヘ
ズ
、
一
年
ノ
終
リ
ニ
至
リ
、
三
年
ノ
終
二
平
均
シ
テ
身
代
ノ
次
第
二
衰
ヘ
ル
モ
ノ
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
之
ヲ
細
々
費
ノ
禍
ト
云

フ
ナ
リ
、
此
の
細
々
費
二
恐
レ
ザ
ル
家
ハ
長
久
セ
ズ
、
終
ニ
ハ
減
ス
ル
ナ
リ
、
此
ノ
細
六
費
ノ
習
慣
ヲ
破
テ
、
富
ヲ
致
ス
ノ
実
ヲ
示

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ス
ハ
、
質
素
倹
約
、
細
々
費
ヲ
積
ソ
デ
業
ヲ
怠
ラ
ザ
ル
ニ
ア
リ
、
是
レ
身
代
ヲ
作
ル
可
キ
ノ
肝
要
ト
云
フ
」

　
と
、
細
々
費
の
禍
を
説
き
、
細
々
費
を
恐
れ
る
こ
と
こ
そ
身
代
を
作
る
秘
法
で
あ
る
と
訓
え
て
い
る
。

　
実
際
に
京
都
の
商
家
の
暮
し
の
規
定
を
見
る
と
、
こ
の
細
々
費
の
節
約
を
家
政
取
締
り
の
秘
法
と
し
、
厳
し
く
取
締
っ
て
い
る
。

　
柏
原
孫
左
衛
門
家
の
「
倹
約
令
」
に
、

一
、
二
季
心
付
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
旦
那
公
様
よ
り
九
郎
左
衛
門
様
　
改
三
金
－
百
疋
二
金
弐
百
疋
一

　
せ
つ
江
御
心
付
御
断
之
事

　
牧
野
金
介
御
心
付
御
断
之
事

　
守
山
屋
み
き

一
、
男
女
二
季
為
仕
着
御
心
得

　
半
季
壱
年
ハ
　
金
弐
朱
ヲ
改
壱
朱

　
其
余
年
数
相
勤
侯
而
も
　
金
百
疋
限
ヲ
改
弐
朱

　
　
　
経
営
老
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
四
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
四
七
八
）

一
、
御
餅
揚
之
節
鏡
餅
下
女
下
男
出
入
方
江
被
下
侯
儀
己
来
御
止
メ
之
事
但
シ
下
女
下
男
之
分
者
弐
百
文
宛
遣
ス
事

一
、
下
女
出
代
リ
御
心
付
半
季
二
銀
壱
匁
宛
　
年
数
相
勤
侯
共
右
二
準
じ
可
申
事
　
尤
縁
付
致
侯
者
江
御
召
お
ろ
し
並
二
多
分
之
御

心
付
御
断
申
上
侯
事
　
猶
又
御
本
家
二
相
勤
侯
下
女
半
季
壱
年
位
二
出
代
リ
之
者
江
隠
居
様
よ
り
銀
壱
両
其
余
年
数
相
勤
縁
付
た
り

共
南
壱
片
二
限
リ
可
申
事

　
御
隠
居
様
下
女
出
代
り
の
節
御
本
家
よ
り
も
右
同
断
御
願
申
上
侯
事

一
、
御
隠
居
様
よ
り
別
宅
内
儀
中
江
正
月
御
祝
儀
頂
戴
仕
侯
儀
御
断
奉
申
上
候
事

一
、
御
三
公
様
よ
り
盆
正
月
五
節
句
別
宅
中
子
供
御
礼
二
上
リ
侯
節
御
心
付
之
儀
堅
断
奉
申
上
侯
事

　
こ
れ
等
は
、
心
付
に
お
げ
る
出
費
節
約
の
規
定
で
あ
る
。

一
、
見
世
吹
管
買
帳
五
ケ
年
位
二
新
帳
之
事

一
、
見
世
役
場
手
帳
之
儀
年
々
持
越
侯
様
作
略
可
致
事

一
、
御
蔵
開
之
節
別
家
共
江
手
帳
壱
冊
宛
頂
戴
仕
来
り
侯
処
巳
来
御
断
奉
申
上
侯
事

一
、
御
本
状
巻
紙
御
伺
之
上
塵
紙
二
相
改
メ
可
申
事

　
こ
れ
等
は
、
帳
面
の
節
約
、
手
帳
の
毎
年
更
改
を
や
め
、
一
冊
で
何
年
問
も
使
用
す
る
こ
と
。
別
家
配
布
の
手
帳
廃
止
、
手
紙
は

巻
紙
を
止
め
て
塵
紙
を
使
用
す
る
事
等
の
規
定
で
あ
る
。
事
実
当
家
に
は
塵
紙
に
－
書
か
れ
た
手
紙
が
数
多
く
残
存
し
て
お
り
、
裏
返

し
て
使
用
さ
れ
た
帳
面
、
な
ら
び
に
手
紙
が
多
数
見
受
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
細
々
費
の
禍
を
よ
く
知
っ
て
事
業
経
営
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
又
、
同
家
の
「
役
割
之
覚
」
（
奉
公
人
の
）
に
は



一
・
日
々
雫
駄
相
改
メ
所
・
取
散
シ
有
候
一
バ
取
締
集
メ
損
事
有
之
品
一
花
緒
等
仕
替
捨
テ
不
中
様
可
致
侯
尚
又
新
規
二
相
調
之

品
一
度
二
多
分
出
シ
置
之
事
無
用
（
下
駄
の
節
約
）

一
・
川
原
目
々
見
廻
リ
世
話
可
一
護
尤
折
・
肥
シ
杯
致
シ
植
物
能
出
来
侯
様
可
致
侯
又
時
分
之
物
種
蒔
置
世
話
致
シ
野
菜
之
足
リ

ニ
相
成
ル
様
可
致
候
事
（
空
地
の
野
菜
作
り
利
用
に
よ
る
節
約
）

一
・
一
中
略
一
惣
而
味
腰
油
酒
酢
割
茱
炭
之
る
い
其
外
何
一
不
限
一
切
成
丈
ケ
倹
約
致
シ
多
分
入
用
無
之
様
考
可
申
事
一
味
醤

油
等
一
切
の
節
約
）

一
・
消
炭
之
儀
一
冬
分
火
鉢
用
一
遣
イ
侯
問
平
日
心
懸
捨
て
不
申
様
致
シ
溜
リ
候
一
バ
干
上
ケ
曝
一
片
付
置
可
申
事
一
消
山
灰
ヲ
採

取
使
用
す
る
節
約
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
…
　
、
・
　
・
、
・
、
、
、
、
、
　
、

一
・
前
々
吉
た
き
付
柴
一
遺
イ
不
申
筈
一
侯
問
察
茶
茎
禁
碁
し
の
け
置
集
の
葉
空
恒
ヶ
年
た
き
付
二
用
い
候
様
可

仕
心
僚
陳
（
た
き
付
柴
に
。
は
木
作
り
の
節
の
か
り
落
し
た
木
の
葉
の
利
用
に
よ
る
節
約
）

一
・
（
中
略
）
昼
飯
片
付
侯
ハ
バ
タ
飯
持
へ
致
シ
侯
迄
之
内
銘
々
縄
屑
む
す
び
合
せ
可
申
事
（
縄
く
ず
の
再
生
利
用
に
ょ
る
節
約
）

一
・
掃
除
番
の
者
平
日
別
而
相
心
得
居
庭
廻
り
一
何
一
不
童
切
捨
テ
物
無
之
様
一
可
致
侯
、
ご
み
捨
場
撃
能
、
相
改
縄
莚
わ
ら

の
類
有
之
侯
ハ
バ
拾
い
の
け
置
き
可
申
侯
其
の
外
竹
板
古
木
等
有
之
侯
ハ
バ
悉
く
の
げ
置
き
可
申
事
（
ゴ
、
、
、
捨
と
い
え
ど
も
、
一
切
捨

て
る
も
の
は
な
く
、
廃
品
利
用
に
よ
る
節
約
）

以
上
・
京
都
の
商
家
に
淳
る
節
倹
主
義
経
営
の
一
例
要
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
外
市
商
店
の
場
合
も
全
く
同
様
で
、
「
惣
而

日
用
之
買
物
一
々
現
金
一
買
い
と
し
、
値
段
は
「
一
段
安
ク
付
合
つ
て
高
買
い
を
し
な
い
こ
と
、
不
用
物
装
し
て
買
つ
て
は
奮

な
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
四
七
九
）

　
　
　
　
経
営
老
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
四
八
○
）

　
ま
た
、
　
「
第
一
炭
タ
キ
方
節
倹
之
事
」
と
し
、
割
木
は
勿
論
、
風
呂
は
焚
き
物
が
い
ら
な
い
様
に
考
え
、
順
々
に
問
を
お
か
ず
、

詰
め
て
入
浴
す
る
こ
と
。
風
呂
を
立
て
る
の
は
四
日
問
隔
、
入
浴
時
問
は
夕
方
五
時
半
よ
り
、
八
時
ま
で
と
し
、
極
力
薪
炭
の
節
約

を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
生
の
貰
い
物
は
断
っ
て
貰
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
貰
っ
た
ら
返
礼
の
品
が
必
要
に
た
り
一
出
費
が
増
加
す

る
か
ら
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
、
ど
う
し
て
も
貰
わ
た
げ
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
の
返
礼
は
「
お
う
っ
り
」
と

し
て
半
紙
五
枚
に
隈
る
こ
と
と
し
て
規
定
し
、
始
末
第
一
主
義
を
強
調
し
て
い
る
。
　
「
粥
食
麦
飯
」
「
一
汁
一
菜
」
・
細
か
な
・
徹
底

し
た
節
食
主
義
の
経
営
や
倹
約
に
徹
し
た
日
常
生
活
の
実
践
が
、
家
と
事
業
存
続
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
◎

で
あ
る
。
如
何
に
細
々
費
の
支
出
を
注
意
深
く
防
い
で
い
た
か
は
以
上
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
◎

む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
私
は
京
都
の
老
舗
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
創
業
百
年
を
こ
え
た
商
家
に
。
残
存
す
る
家
訓
な
ら
び
に
店
則
か
ら
見
た
、
理
想
像
と

し
て
の
経
営
者
と
は
如
何
た
る
在
り
方
で
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
れ
を
二
・
三
項
目
に
限
っ
て
資

料
を
中
心
に
し
て
明
ら
か
に
し
て
来
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
京
都
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
古
い
企
業
の
集
合
体
で
あ
り
、
古
く
さ
い
伝
統
産
業
が
そ
の
主
流
を

作
っ
て
お
り
、
杜
歴
百
年
を
こ
え
る
会
杜
が
一
〇
〇
杜
以
上
、
老
舗
の
個
人
店
舗
を
加
え
る
と
七
〇
〇
店
以
上
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
体
の
存
続
期
問
が
、
少
く
と
も
経
営
者
自
身
の
寿
命
を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
事
業
の
経
営
者

が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
経
営
者
像
を
理
想
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
の
解
明
は
、
東
京
や
大
阪
の
経
営
者
が
・
こ
と



経
営
に
１
関
し
て
は
、
五
年
ひ
と
昔
を
せ
い
ぜ
い
と
し
て
、
事
業
体
の
業
績
功
科
の
測
定
に
、
は
や
り
勝
ち
な
の
に
１
対
し
、
一
世
紀
以

上
否
何
百
年
と
い
う
永
い
過
去
と
遠
い
将
来
を
荷
っ
て
生
き
続
げ
て
来
た
し
、
又
生
き
続
げ
て
行
こ
う
と
す
る
経
営
者
の
経
営
の
在

り
方
を
比
較
、
考
察
す
る
こ
と
は
、
経
営
者
自
身
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
近
代
経
営
、
経
営
の
欧
米
型
化
の
名
の
も
と
に
１
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
、
日
本
型
経
営
、
殊
に
百
年
以
上
永
遠
の
タ
ィ

ム
・
ス
パ
ソ
で
考
え
、
練
り
上
げ
、
洗
練
さ
れ
て
来
た
京
都
型
と
も
い
わ
れ
る
経
営
者
像
や
経
営
秘
法
は
、
激
変
し
て
止
ま
ら
な
い

実
杜
会
に
あ
っ
て
、
な
お
、
遠
い
将
来
も
生
き
残
っ
て
行
く
企
業
経
営
の
た
め
の
貴
重
な
サ
ソ
プ
ル
に
な
る
も
の
と
考
え
る
次
第
で

あ
る
。

経
営
者
の
在
り
方
（
二
）
（
足
立
）

四
一
　
（
四
八
一
）




